
 

 

 

Fig.1    地域づくりの継続的な参加に関する意志決定モデル（福田ら,2007） 
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Fig.2    参加の意思決定プロセス 

Decision-making process in the participation  
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1．背景・目的  

農村資源の保全に向けた住民

組織の構築は方法論の開発だけ

でなく，社会学的・心理学的視

点から分析・考察を行う行動科

学的アプローチによる研究も必

要である（星野，2004）．本稿で

は Fig .1 に示すモデルを援用し，

農業用水の持つ地域用水機能の

維持管理作業を事例に参加への意思決定と意欲変化の推移を明らかにする．  

2．調査対象・方法  

調査対象は，青森県十和田市で農業用水路の維持管理作業（以下，作業）を

行う稲生川せせらぎ活動委員会に所属の 16 町内会であり，住民を対象としたア

ンケート調査を 2009 年 8 月 1～ 10 日に実施した．調査の内容は意思決定モデル

を参考に設定した．2 回目以降の参加は意思決定が循環構造であるから，対応す

る項目は参加毎に変化する可能性がある．そこで，本稿では初期と現在の意欲

の 2 点を把握し，その間は単回帰するものとした．参加者は全問回答だが，不

参加者は初期の参加で「貢献」などの参加後の項目を除いた項目を回答しても

らった．配布部数は

2050 部． 279 部 (回収

率 14％ )回収．参加が

確認されたのは 102

部である．   

3．結果・考察   

意思決定モデルを

参考に設定した設問

項目を元にパス解析

行った（ Fig .2）．初期

の参加の意思決定は

「地元への愛着」や

「統制感」が影響力を



 

 

 
Fig.3    初期の参加意欲の類型 
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Fig.4    意欲変化の類型 

Type of desire change 
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Fig.5    意欲変化の推移 
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Table.2    初期の参加意欲の総計 

Total of initial participation desire 

 

作業回数（x） 0 1

参加1 91 130

参加2 77 110

参加3 65 92

参加4 48 70

不参加1 62

不参加2 50

不参加3 36

不参加4 73

不参加5 63

Table.1    初期意欲と意欲変化のクロス集計 

Cross tabulation of initial participation desire and 

desire change 

 

1 2 3 4

正1 2 4 3 9

正2 3 8 4 15

正3 21 21 6 48

停滞 2 5 13 4 24

負 4 2 6

7 38 45 12 102

変

化

初期
計

計

持つ要因である．一方，「用水理解」，「コミュニティ」は負の影響を及ぼし，意

欲の向上を妨げる可能性があることを示す．そして 2 回目以降の参加の意思決

定は「統制感」→「貢献」・「効用の享受」→「主体性」・「満足感」→「統制感」

の循環系となる．特に「統制感」や「貢献」の持つ影響力は大きい．次に意欲

変化の推移を把握する．まず，クラスター解析（ウォード法）により意欲の類

型化を図る．その結果，不参加者は 5 つ．参加者は 4 つに類型化された（ Fig .3）．

そして変化が生じると設定した項目も同様に分析を行う．前処理として分析項

目を，単位参加あたりの変化量とした．その結果（ Fig .4），意欲の停滞を含める

と 5 つに類型化された．次にすべての項目を加算したものを「作業に対する意

欲」（ Y 軸）． X 軸は「作業参加回数（年間参加回数＊作業参加年数）」としたグ

ラフに， Fig .3， 4 の類型化の結果をクロス集計したもの（ Table .1）を元に回帰

直線を引くと Fig .5 を得る． Table .2 に Fig .3 で類型化された意欲の総計を示す．

x=0 から x=1 の変化は，参加後の項目が付加されたためである．変化傾向は Fig .5

に凡例として示す．その結果，最大で 49 回の参加が確認され，初期意欲が「参

加 3」を境に変化が正，または負に傾く．同様に，「参加 3」では意欲の変化が

停滞する傾向が多いため，初期意欲は「参加 2」以上であることが望ましい．  

4．まとめ   

 意思決定において「地元への愛着」，「統制感」，「貢献」

といった項目が重要であり，初期の参加で「参加 2」以上

の意欲を有していれば意欲的な参加が期待できる． 
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